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原価計算
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流れ
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発注量の算出

原価計算

・事前に発注先を登録します。
・発注量は g/kg が基本単位ですが、食材ごとに単位
量なども決めれば、発注個数も出ます。
・在庫量も入力すれば、在庫量から引いた数量で出力
されます。

・食材ごとの単価を設定すれば、厳密に原価計算がで
きます。
・もしくは納品金額からおおよその単価を算出する方
法もあります。

献立 × 食数
使用量→ × 食数

自動的に食材ごとの
総量が計算されます

献立の入力

食数の入力

完了している前提での説明となります



原価計算の手法
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　　食材単価から計算1

　　納品金額から計算2

全ての食材に対して、単位量当たりの単価を入力し、厳密に原価計算を行う手法です。
詳細に全て積み上げで計算されます。

発注金額や納品金額を日付ごとに入力し、食数から単価を逆算するおおよその算出となります。

厳密

おおよそ

1 から解説します
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　　食材単価から計算1

全ての食材に対して、単位量当たりの単価を入力し、厳密に原価計算を行う手法です。
詳細に全て積み上げで計算されます。



1. 食材単価から計算の仕組み
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1日の 1人あたりの献立は、それぞれの食材における分量 (g)の総合です。

ですので、

食材 1g当たりの金額 (¥”A”)がわかれば、その食材の使用量 (“B”g)に対
する金額がわかります (=¥A*B)。

これが食材ごとに総合 (Σ)され、 1人あたりの原価や 1日あたりの原価
が算出されます。



[ 原価計算 ] 1. 食材単価から計算
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❷

❶

❶デフォルトは、 [ 食材単価から計算 ] となっています。

❷[ 単位量と単価の設定 ] ボタンを押し、まず食材単価の設定を行います。

初めは、この注意事項を良
くお読みください

結果が表示されます

様々な表示の切り替え

次へ

上段部分



[ 原価計算 ] 単位量と単価の設定
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デフォルトは単価が未設定
を表示してますが、全て表
示に切り替えられます

表示期間

❶単位量あたりの単価を設定すると、❷ 1g あたりの値段が表示されます。ここの表示は、食材絞り込み条件とし
て、単価が未設定のものがデフォルト表示されていますので、単価を設定したものは表示上消えますが、❸で全
てを表示すれば確認できます。全ての設定が終わったら❹で戻ります。

一度単価を設定した食材は、以降はその値が自動的に反映されます。※

❷
❶

❸ ❹

次へ



[ 原価計算 ] 単価の確定
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下段部分

❶

・表示期間において、❶「単価確定」ボタンを押すと、その期間の単価が確定されます。なぜな
ら、食材の単価は変動があるため、変更する可能性があります。その変更を受け付けないように、
単価と原価を確定するためのです。解除もできます。 次へ

その日だけ
確定解除

期間全て
一気に解除



[ 帳票 ] 原価計算の出力
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・ここの帳票は、全て食材単価から計算した結果のものとなります。
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　　納品金額から計算2

発注金額や納品金額を日付ごとに入力し、食数から単価を逆算するおおよその算出となります。



[ 原価計算 ] 2. 納品金額から計算 
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❷

❶日付枠に金額を入力するか、 ❷発注先別に金額を入力し「更新」ボタンを押します。

切り替えてお
きます

❶

次へ

上段部分



[ 原価計算 ] 2. 納品金額から計算 
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・食数や可食部展開率から逆算して表示されます。

下段部分

次へ



[ 帳票 ] 出力
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❶対象は少ないですが、原価が出力される枠がある月報などの場合、そのダウンロード時に、❷原価の出力方
法の選択肢があります。そこで、「納品金額から計算」を選択して出力することができます。

❶

❷
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